
九州地域の道路事業に関する九州地域の道路事業に関する
課題と取り組みについて課題と取り組みについて

平成平成２２２２年年１２１２月月１０日１０日

九州地方整備局九州地方整備局

資 料 － ４



１．九州における道路の現状１．九州における道路の現状
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新新大村（仮称）大村（仮称）

嬉野温泉嬉野温泉（仮称）（仮称）

武雄温泉武雄温泉
肥前山口肥前山口

佐賀佐賀

長崎長崎

〈高規格幹線道路及び九州新幹線の整備状況〉

中九州横断道路

凡例

高規格幹線道路（供用区間）
高規格幹線道路（未供用区間）
新幹線（開通区間）
新幹線（着工区間）
特定重要港湾、重要港湾
旧第2種空港、旧第3種空港等

（平成21年７月末現在）

九州新幹線（鹿児島ルート）
・新八代～鹿児島中央間 平成16年3月開業
・博多～新八代間 平成22年3月開業予定

九州新幹線（長崎ルート）
・武雄温泉～諫早間 認可（平成20年3月）から

概ね１０年程度で完成予定
・諫早～長崎間 未定
出典：国土交通省資料

○肥薩オレンジ鉄道における
熊本・鹿児島間の直通列車の
運行

○JR鹿児島本線、肥薩線にお
ける熊本、人吉間の蒸気機関
車の運行

【新幹線駅を起終点とした魅力

ある広域観光ルートの形成】

○松浦鉄道におけるJR佐世保
線への乗入れによる周遊性の
確保

【新幹線駅から周辺地域への

アクセス向上】
○鹿児島では主要な観光地ま
での統一感ある観光案内標識
等の設置を推進している。

出典：九州圏広域地方計画 参考資料（平成21年８月九州圏広域地方計画協議会）を基に作成

九州地方整備局九州圏の一体的な発展のための交通基盤
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１．高速自動車国道
・法定予定路線 ８３１ ㎞

２．一般国道
・７，４６１㎞
うち指定区間 ２，２８１ ㎞
指定区間外 ５，１８０ ㎞

３．その他道路
・主要地方道 ７，７６０ ㎞
・一般県道 ９，６８２ ㎞
・市町村道 １３０，２４２ ㎞

４．都市高速道路
・北九州都市高速道路 ４９．５ ㎞
・福岡都市高速道路 ５１．８ ㎞

出典：道路統計年報２００９（国土交通省道路局）

九州地方整備局道路の整備状況

－３－

※H22.12.10現在



11.4% 22.5% 24.1% 19.2%22.8%1
直轄国道 県管理国道 主要地方道 一般県道等高速道路

２０路線（2,194km） ６４路線（5,279km） （7,689km） （9,749km）（868km）

【道路別交通量比較（台キロ）】

九州全体の交通量のうち、約３５％を高速道路と直轄国道で分担。

直轄国道は、県管理国道の半分以下の延長で、同程度の交通を担っている。

大型車の交通量で見ると、約４７％を高速道路と直轄国道で分担しており、県管理国道と比較した

直轄国道の役割はさらに大きい。

20.3% 24.2% 21.0% 20.8% 13.7%1

【道路別大型車交通量比較（台キロ）】

県管理国道 主要地方道 一般県道等高速道路 直轄国道

出典：平成１７年度道路交通センサス及び2007(平成)17年度)道路統計年報による

【九州の道路別延長の割合】

市町村道 ８３．４％県管理国道 ３．４％
高速自
動車国
道等

０．５％

都市高
速道路
（供用中
延長）

０．１％

県道
１１．２％

直轄国道 １．４％

九州地方整備局交通の分担
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九州地方整備局高速道路ネットワークの整備状況
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関門自動車道

九州自動車道

長崎・大分自動車道

東九州自動車道

西九州自動車道

南九州西回り自動車道

九州横断自動車道延岡線

１,０３８km（H22.12.10現在）
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・東西格差

・横断軸の脆弱性

九州地方整備局道路の特性（高速ＩＣへのアクセス性）

※平成22年12月１０日時点の道路ネットワークで算出、作成

東 九 州

西 九 州
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症状１
猫背の九州
（異様に長い東海岸線）

症状２
メタボリックな九州
（異様に太い胴回り）

症状３
末端肥大の九州
（異様に大きい半島部）

九州地方整備局九州の姿形（時間地図を人にたとえ）

－７－

※平成22年12月１０日時点の道路ネットワークで算出、作成
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宮崎市

延岡市

佐伯市

大分市

福岡市
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熊本市

長崎市



治療法１
東九州道の整備
（東海岸沿の時間距離克服）

治療法２
横断道延岡線

等の整備
（中部九州横断軸の時間距離克服）

治療法３
西九州道、南九州

西回り道の整備
（半島部のアクセス性の向上）

九州地方整備局九州の姿形（時間地図を人にたとえ）

◆時間距離を克服した九州像

◆現状の九州

－８－
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九州地方整備局高速道路ネットワークの整備状況

九州 1,038km／ 1,513km：69%
全国 9,765km／14,000km：70%

◆西九州自動車道
78km／150km : 約52%

◆九州横断自動車道長崎大分線
257km全線供用中

◆九州縦貫自動車道 等
435km全線供用中

◆九州横断自動車道延岡線
8km／95km：約8％

◆東九州自動車道
195km／436km : 約45%

◆南九州西回り自動車道
65km／140km : 約46%

－９－ （平成２２年１２月１０日現在）



２．九州地方整備局の取り組み２．九州地方整備局の取り組み
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１．アジアの中で自立的に発展す
る国際・広域交流基盤づくり

２．渋滞緩和のためのバイパス
・拡幅整備

３．交通安全（走りやすさ・歩き
やすさ等）の向上

４．老朽化・災害対策等の安全
で安心な基盤づくり

５．多様な活動主体を基軸とし
た良好な道路空間の形成

６．道路を常に良好な状態に保
つための道路の管理

902億円
（62%）

142億円
（10%）

172億円
（12%）

92億円
（6%）

65億円
（4%）

83億円
（6%）

九州地方整備局
における道路整備

H22年度事業費
1,456億円

九州における基幹ネットワークの整備状況
【高規格・地域高規格・一般国道（直轄）】

高規格幹線道路
（平成22年9月1日現在）

その他区間

事業中区間

供用中区間

延長

1,513km

1,024km

363km

126km

総延長比

68%

24%

8%

事業中区間

供用中区間

地域高規格道路
（平成22年9月1日現在）

その他区間

延長

910km
総延長比

249km

360km

301km

27%

40%

33%

九州地方整備局①平成２２年度道路事業費と高速道路等の整備状況

－１１－



福岡市内の交通軸は国道３号、国道２０２号を軸としたＹ字型ネットワークであることから、結節点である市
街地部に交通が集中しやすく、その結果慢性的な渋滞が発生。

外環状道路の整備に伴う環状道路ネットワークの形成により、バイパス機能と分散機能を発現し、都市交
通の整流化を支援

九州地方整備局②渋滞対策（福岡外環状道路）

福岡外環福岡外環
状道路状道路

福岡都市高速
福岡都市高速

11号線号線
福岡都市高速

福岡都市高速22号線号線

市街地市街地
部部

渡辺通り渡辺通り

▼ 福岡市南区野多目付近▼ 一般国道２０２号福岡外環状道路

▼福岡市内の渋滞状況（渡辺通り）

▼３Ｄマップ

－１２－
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改良前 改良後

１．現状・課題

２．取組・実施体制

・現地立会に先立ち、計画（案）の机上による相互確認。

・机上での事前協議を基に国土交通省・警察合同で現地立会を実
施。

・現地立会において互いの観点から問題点及び計画案の改善点
等を共有・認識。

・現地協議結果を受け、計画案の見直しを行い、再度相互で確認
し工事を実施。

・当該交差点は、主要渋滞ポイントであり、朝夕の通勤時間帯に最大渋滞長3,400mとなっており早期対策が求められていた。

・渋滞の要因は、右折レーンの不足によるものであるが、都市高速の橋脚があり右折レーンの延伸が困難な箇所であった。

早期に対策を講じるためには、警察と共有の問題意識を持つとともに、協議に要する期間の短縮が必要で

あった。

御島橋交差点での現地協議検討状況

あの橋脚が・・・

至 福岡市街

右折直進阻害

改良前：H17年6月21日（火）
改良後：H20年3月13日（木）

３．整備効果

大幅に渋滞
緩 和

渋滞長（m）

改改 良良 前前 改改 良良 後後

通常、約半年（協議）

今回、約１ヶ月
（現地協議含み）

★約５ヶ月の短縮

九州地方整備局③交通安全対策（国道３号御島橋交差点）

県警と現地で協議し早期対策実施へ県警と現地で協議し早期対策実施へ ～交差点改良～～交差点改良～

－１３－



１．災害復旧に該当しないのり面崩落等の復旧

被災の状況＜のり面崩落＞ 工事後＜ブロック積擁壁工＞

九州地方整備局④道路の維持管理（防災対策等）

道路更新防災等対策事業道路更新防災等対策事業

－１４－

２．防災・震災対策

＜コンクリート法枠＞ ＜落石防護柵＞＜落石防護網＞

【例】のり面・斜面崩壊・落石・地すべり等の災害に対する防護柵施設の設置工事

＜落橋防止装置＞

３．橋梁、トンネル、舗装、その他施設の補修

点検結果＜主桁鉄筋の露出＞ ＜モルタル吹付工＞

【例】主桁鉄筋が露出した上部工下面のモルタル吹付工事



九州地方整備局⑤橋梁の現状とその課題

九州地整において長寿命化修繕計画を策定・フォローアップ九州地整において長寿命化修繕計画を策定・フォローアップ

①諸元把握 ②現況把握（点検）
③修繕等の必要性

を判断（診断）

④修繕内容、時期、

概略費用を検討 学識経験者等の意見

①「長寿命化修繕
計画」の策定

②「点検・診断・補修」

③「点検・診断・補修」
結果の登録・更新

④各種データをもとに
計画（案）の更新

⑤ＴＥＣ－ＤＯＣＴＯＲ道路部会
「橋梁保全検討委員会」の開催

橋梁の長寿命化修繕計画

公表（案）

平成２１年６月

国土交通省 九州地方整備局

１年サイクル

◆損傷状況（主桁のコンクリート剥落）

◆損傷状況（デッキプレート腐食）

◆現地における橋梁点検状況

◆現地における橋梁点検状況

道路橋 約２５％ 約５１％

２００９年度 ２０１９年度 ２０２９年度

約 ８ ％

【２０年後】

63%

37%

【１０年後】

44%
56%

【現　在】

20%

80% 2,434橋

619橋

1,346橋1,707橋

1,138橋

1,915橋

九州の橋梁の実態［３，０５３橋（直轄）］九州の橋梁の実態［３，０５３橋（直轄）］

建設後５０年以上経過する道路橋の割合（全国１５万橋）建設後５０年以上経過する道路橋の割合（全国１５万橋）

－１５－



九州地方整備局⑥災害対策に対する自治体への支援

平成２２年１０月奄美地方豪雨災害での支援平成２２年１０月奄美地方豪雨災害での支援

－１６－



九州地方整備局⑥災害対策に対する自治体への支援

外部からの参加者

(自治体等)

外部からの参加者

(自治体等)

インターネット環境
があれば視聴可

ＴＶ会議システムで参加

カメラ

事務所

会場の状況を
見ながら

事務所

映像
音声

凡例

電話をテレビ会
議に接続

災害対策支部災害対策支部

映像･音声

本部室の映像配信

音声

※注意：セキュリティの確保のため、ＩＤ、パスワードが必要です。

災害時、外部から参加

する場合は九州地方整

備局より設定方法・ＩＤ・

ＰＷを随時連絡します

九州地方整備局 災害対策本部九州地方整備局 災害対策本部

☆☆ＴＶ会議システムＴＶ会議システム

(1)ヘリテレ (2)情報収集車

(3)モバイルＰＣ (4)携帯電話

(5)固定型監視カメラ

(6)遠隔制御型監視カメラ

(7)CCTV

現地映像 自治体との遠隔防災会議

映像共有遠隔防災会議（ＴＥＣ－ＦＯＲＣＥ．ＶＣ）（仮称）映像共有遠隔防災会議（ＴＥＣ－ＦＯＲＣＥ．ＶＣ）（仮称）

－１７－



一般会員一般会員 ：： ６２５６２５団体団体等等 約約 ５．７５．７万人万人
賛助会員賛助会員 ：： 企業団体１０９団体企業団体１０９団体 個人個人８７人８７人

［［ 平成平成２２２２年年８８月末日現在月末日現在 ］］

地域住民や企業などの方々が連携・協力し、 地域にふさわしい
快適な道を共につくり育てる 取り組みが展開

様々な形での市民や企業と道路管理者との協働の道づくりが進
められている （ＶＳＰ・道路モニター・道の駅長 等）

道のボランティア活動等に関する意見交換会

（平成１５年１０月９日 福岡にて開催）

「道守九州会議」設立（平成１６年２月２５日）「道守九州会議」設立（平成１６年２月２５日）

提案提案

「道守九州会議」会員登録状況「道守九州会議」会員登録状況

○道守活動の促進普及に関す
る事項（ＨＰ、各種学習会、
意見交換会等）

学習会・意見交換会

○道守体験事業
※一般市民、小学校
の総合学習、ボラ
ンティア団体相互
の交流等

道守体験事業

○道の駅における「道守パネル
展」の開催

道守パネル展

市民団体等市民団体等個個 人人

NPONPO 道路管理者道路管理者

国国

自治体自治体

etc.etc.

道守九州会議道守九州会議

道守活動主体

情報・交流ネットワーク
活動の広がり活動の広がり 活動の広がり活動の広がり

連
携
連
携

啓啓 発発

協
働
協
働

九州地方整備局⑦多様な活動主体と連携した道づくり（道守九州会議）

－１８－


